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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日） 

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 20,635 △1.3 △541 － △541 － 36 －

2024年３月期第３四半期 20,913 5.3 △575 － △435 － △763 －

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 296百万円( 867.2％) 2024年３月期第３四半期 30百万円( －％)

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 1.35 1.33

2024年３月期第３四半期 △26.24 －

（２）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 39,797 14,924 35.4 518.40

2024年３月期 40,882 14,646 33.7 511.82

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 14,099百万円 2024年３月期 13,782百万円

２．配当の状況 

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 2.00 2.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期(予想) 100.00 100.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日） 

(％表示は、対前期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰
属する当期純利

益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,740 0.1 △150 － △300 － 1,050 259.6 38.87

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 



※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無 

新規 ―社（社名）  、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 30,696,897株 2024年３月期 30,696,897株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 3,499,000株 2024年３月期 3,769,387株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 27,067,924株 2024年３月期３Ｑ 29,100,637株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー 

： 無 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「経営成績に関する説

明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年12月31日）におけるわが国経済は、企業業績の回復や雇

用・所得環境の改善などにより緩やかな回復傾向が見られました。一方で、中国経済の先行き懸念、不安定な国際

情勢に伴う資源価格の高騰などにより依然として先行き不透明な状況が続いております。 

衣料品業界におきましては、旺盛なインバウンド需要に支えられておおむね堅調に推移しておりましたが、10月

から11月前半まで平年より気温が高く推移したことによって秋冬衣料の動き出しが遅れるなどの厳しい状況もみら

れました。 

このような経営環境のなか、当社グループは「お客様第一」「品質本位」の経営理念を基に、2027年３月期に至

る３ヵ年の中期経営計画の達成に向けて、注力事業の効率化と収益力の強化に取り組んでおります。 

衣料事業においては、小売部門の主力ブランドのひとつである「ブルックス ブラザーズ」が適切な商品政策の

実施やインバウンド需要を追い風に売上高を大きく伸ばした一方で、イタリアの製造部門においてEU圏を中心とし

た取引先の在庫調整が想定以上に長期化していることや、中国経済の停滞により中国国内の小売部門の売上高が減

少したことなどにより、前年同期比で売上高は減少しましたが営業利益は損失減少となりました。 

なお、損失が続いておりました中国小売部門については2024年12月25日に公表いたしましたとおり全出資持分の

譲渡を実施し、翌連結会計年度においては損失が発生しない見込みとなっております。 

不動産賃貸事業においては、前連結会計年度に賃貸用不動産の組み替えが完了したことや、2024年４月に小田原

の商業施設「ダイナシティ」の新館がオープンしたことで集客力が向上し来館客数が増加したことなどにより、前

年同期比で増収増益となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は20,635百万円（前年同四半期比1.3％減）、営業損失

は541百万円（前年同四半期は営業損失575百万円）、経常損失は541百万円（前年同四半期は経常損失435百万円）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は36百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失763百万円）

となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して1,084百万円減少し、39,797百万

円（前連結会計年度末比2.7％減）となりました。主な変動内容は、現金及び預金の減少などであります。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較して277百万円増加し、14,924百万円

（前連結会計年度末比1.9％増）となり、自己資本比率は35.4％となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2025年３月期の通期の連結業績予想につきましては、2024年11月12日公表の業績予想から変更はありません。  
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 

 (単位：百万円)

前連結会計年度 
(2024年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 5,377 4,080

受取手形及び売掛金 2,670 2,775

棚卸資産 7,258 8,106

その他 2,021 1,303

貸倒引当金 △84 △103

流動資産合計 17,245 16,160

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額） 9,807 9,494

土地 5,436 5,380

その他（純額） 369 567

有形固定資産合計 15,614 15,441

無形固定資産 

その他 1,671 1,603

無形固定資産合計 1,671 1,603

投資その他の資産 

投資有価証券 4,567 4,845

その他 2,062 2,029

貸倒引当金 △278 △284

投資その他の資産合計 6,350 6,591

固定資産合計 23,636 23,636

資産合計 40,882 39,797
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 (単位：百万円)

前連結会計年度 
(2024年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 1,473 1,213

短期借入金 6,571 6,698

1年内返済予定の長期借入金 771 722

未払法人税等 121 4

賞与引当金 325 199

契約負債 456 537

その他 3,957 3,384

流動負債合計 13,677 12,759

固定負債 

長期借入金 5,802 5,371

長期預り保証金 2,066 2,133

退職給付に係る負債 169 164

その他 4,519 4,444

固定負債合計 12,558 12,113

負債合計 26,235 24,873

純資産の部 

株主資本 

資本金 6,891 6,891

資本剰余金 4,548 4,502

利益剰余金 1,764 1,745

自己株式 △2,258 △2,113

株主資本合計 10,946 11,026

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 1,467 1,651

為替換算調整勘定 1,368 1,420

その他の包括利益累計額合計 2,835 3,072

新株予約権 195 142

非支配株主持分 668 682

純資産合計 14,646 14,924

負債純資産合計 40,882 39,797
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

 (単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日 

 至 2023年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日 

 至 2024年12月31日) 

売上高 20,913 20,635

売上原価 10,233 9,591

売上総利益 10,679 11,044

販売費及び一般管理費 11,255 11,585

営業損失（△） △575 △541

営業外収益 

受取利息 63 24

受取配当金 109 144

為替差益 39 6

受取手数料 56 59

補助金収入 25 2

その他 116 89

営業外収益合計 411 325

営業外費用 

支払利息 145 211

支払手数料 64 64

その他 61 49

営業外費用合計 270 325

経常損失（△） △435 △541

特別利益 

固定資産売却益 1 437

投資有価証券売却益 － 0

預り金取崩益 － 131

その他 － 4

特別利益合計 1 574

特別損失 

固定資産除売却損 10 1

減損損失 － 34

原状回復費用 － 21

投資有価証券売却損 233 －

特別退職金 22 －

その他 － 2

特別損失合計 266 58

税金等調整前四半期純損失（△） △700 △25

法人税、住民税及び事業税 88 41

法人税等調整額 4 △128

法人税等合計 92 △87

四半期純利益又は四半期純損失（△） △792 61

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△） 

△29 25

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△） 

△763 36
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

 (単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日 

 至 2023年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日 

 至 2024年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △792 61

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 421 184

為替換算調整勘定 402 50

その他の包括利益合計 823 234

四半期包括利益 30 296

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 58 273

非支配株主に係る四半期包括利益 △28 23
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（会計方針の変更に関する注記） 

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用） 

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。 

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(２)ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結会

計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等の注記） 

【セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自  2023年４月１日  至  2023年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
合計 

調整額 
(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ 衣料事業 不動産賃貸事業

売上高 

  外部顧客への売上高 18,753 2,160 20,913 － 20,913

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

－ 31 31 △31 －

計 18,753 2,191 20,944 △31 20,913

セグメント利益又は損失(△) △246 347 101 △676 △575

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△676百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全

社費用△676百万円が含まれております。全社収益は主にグループ子会社からの経営管理指導料であり、全社

費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

当第３四半期連結累計期間（自  2024年４月１日  至  2024年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
合計 

調整額 
(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ 衣料事業 不動産賃貸事業

売上高 

  外部顧客への売上高 18,165 2,469 20,635 － 20,635

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

－ 33 33 △33 －

計 18,165 2,503 20,669 △33 20,635

セグメント利益又は損失(△) △418 687 268 △810 △541

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△810百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全

社費用△810百万円が含まれております。全社収益は主にグループ子会社からの経営管理指導料であり、全社

費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

衣料事業セグメントにおける当該減損損失の額は、当第３四半期連結累計期間においては、34百万円でありま

す。 

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記） 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

前第３四半期連結累計期間 
(自  2023年４月１日 
  至  2023年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自  2024年４月１日 
  至  2024年12月31日) 

減価償却費 777百万円 877百万円 



株式会社ダイドーリミテッド(3205) 2025 年３月期 第３四半期決算短信 

9 

（重要な後発事象） 

（連結子会社の株式譲渡） 

当社は、2024年12月25日開催の取締役会において、当社の連結子会社である上海紐約克服装銷售有限公司の全

出資持分を譲渡することを決議し、2025年１月24日に譲渡が完了いたしました。 

本株式譲渡により、上海紐約克服装銷售有限公司は当社の連結の範囲から除外されることとなります。 

１．譲渡の理由 

当社は、2003年９月に中国における既製服の販売会社として上海紐約克服装銷售有限公司を設立し、長年

にわたり中国国内のお客様に「NEWYORKER」ブランドの高品質な衣料品を提供してまいりました。

しかしながら、近年は新型コロナウイルス感染症に起因する業績悪化に加え、中国経済の先行き懸念によ

る消費マインドの低迷などの影響により売上高が減少し、2025年３月期には114百万円の営業損失を計上する

見込みとなっておりました。業績の回復には時間を要すると見込まれることから、事業構造を変更すること

で来期以降の損失発生を回避し、現在当社が取り組んでいる中期経営計画の達成に資するよう、上海紐約克

服装銷售有限公司の持分譲渡を決議いたしました。

２．譲渡する相手会社の名称 

上海赢裳恩服饰有限公司  

３．譲渡の時期 

2025年１月24日 

４．当該子会社の名称、事業内容 

名称：上海紐約克服装銷售有限公司 

事業内容：中国における既製服の販売 

５．譲渡価額及び譲渡後の持分比率 

異動前の所有持分：95.74％(当社及び当社連結子会社の合算値） 

譲渡価額：譲渡先の意向により非公表とさせていただきます。 

譲渡後の持分比率:0.0% 

６．当該事象の連結業績に与える影響 
本連結子会社の持分譲渡による当期連結業績への影響として特別損失約130百万円を見込んでおります。 

７．譲渡する子会社が含まれていた報告セグメントの名称 
衣料事業 


